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一 『シ ッダ ール タ』 の シュ トッフ とモ テ ィー フ

,構 造 の解 明一

小 澤 幸 夫

は じめ に

『シ ッダール タ』はヘ ッセの中期 を代表す る作 品であ る。いわゆるビー

ト・ジェネレーションのアメリカで 『荒野の狼』 とならびベス トセラーとな

ったことはよく知 られている。一言で言 うならこの作品は,ヘ ッセが,そ れ

までの古代 イン ドの宗教 と古代 中国哲学の研究の成果 を経験 を通 じて 自分の

もの とし,深 層心理学の助 けを借 りてさらに深化 させ,イ ン ドの衣装 に身を

包んだ主人公 に,自 己実現の道 を歩む と言 う形で具現化 させた もの といって

よいであろう。このため 『シ ッダールタ」 については,イ ン ドや中国の影響

を論 じた論文が他の作品 と比較 して多 く,ま た深層心理学の方面か ら論 じた

もの もあるが,こ れ らを作 品内在的解釈 と有機的に結びつけた ものは必ず し

も多い とは言 えない。ここでは,以 上3つ の要素(イ ン ド,中 国,深 層心理

学)の 影響 を考慮 しなが ら主要なシュ トッフならびにモティーフを検証 し,

最後にこの小説 を芸術作品たらしめている構造 について考察 したい。

1.作 品 の成 立

ヘ ッセは幼 い頃か らイ ン ドに親 しんでいた。母方の祖父ヘ ルマ ン ・グンデ

ル トは21歳 の 時 か らお よそ40年 間 イ ン ドで伝 道 し,母 もそ こで生 まれ た 。 一
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方父 もイ ンドで4年 ほど布教活動 に従事 していた。 こんな訳でヘ ッセの家 に

はイン ドか ら持 ち帰った品々を飾 った戸棚があった。 この頃のことをヘ ッセ

は後年 「魔術師の幼年時代』(1923年)の 中で次のように書いている。

祖父 は魔術師であ り,物 知 りであ り,賢 者であった。彼 は人間の話す

すべての言葉をs30以 上の言葉を理解 した。 ひょっとしたら神の言葉や

星の言葉 だって分かったか もしれない。彼 はパーリー語やサ ンスクリッ

トを書 き話す ことがで きた。カナラ語や,ベ ンガル語,ヒ ン ドスタン語

や,セ イロン語の歌 を歌 うことがで き,ク リスチャンで三位一体の神 を

信 じていたのに もかかわ らず,イ ス ラム教徒や,仏 教徒 の祈 り方 を知 っ

ていた。(中 略)母 も長いことイ ンドにいたのでマラヤラム語やカナラ

語で話 した り歌った り,不 思議 な魔法のような言葉で老いた父 と話 した

りしていた。そ して祖父のように,母 も時々異国の微笑,知 恵 を含んだ
1

微笑をたたえることがあった。

この よ うにヘ ッセに とっての イ ン ドは,後 年 シ ョー ペ ンハ ウ ア ー を読 み,

さ らにそ の 「意 志 と表 象 と しての世界』 に深 い影 響 を与 えた古代 イン ドの思

想 に親 しむ ようになる よ りも以前か ら,親 しい もの と な っ て い た の で あ る。

「シ ッダール タ』 の第一 部 は1919年 か ら1920年 にか け て の冬 に書 か れ た。

バ ル に よれば この時す で に第二部 で シッダール タが 自殺 を図 り,ゴ ー ヴ ィ ン
2

ダに発 見 される部分 も成立 してい た との こ とであ る。 しか しこの場面 に彼 は

満足 せず1920年8月 に作 品 を 中断 した。 この 間の 事 情 をヘ ッセ は1920年8月

14日 付 け の ゲ ー オ ル ク ・ラ イ ンハ ル ト宛 の手紙 で次 の ように述べ てい る。

私 の大作,イ ン ドの 詩 は完 成 して い ませ ん し,お そ ら く決 して 完 成 す

る こ とは な いで しょう。 さ しあた って はこの まま放 ってお きます。 とい

うのは,こ の 中 で あ る成 長 の 段 階 を描 く必 要があ る と思 われるのですが,
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私自身がそれを最後 まで経験 していないのです。

また同年11月 頃書かれた 日記 には次の ように記 されている。

何 ケ月 も前から,私 のイン ドを舞台に した長編小説,私 の鷹,私 の向

日葵,私 の主人公 シッダール タは,う まく行かな くなった箇所で中断 し

たままでいる。 これ以上進 まな くなったこと,待 たな くてはならないこ

と,何 か新たなものが加わ らなければならないことが分か った日を,今

で もはっきりと思い出すことがで きる。 この小説 は最初の うちはうま く

行 った。す くす くと成長 した。だが突然ス トップして しまった。批評家

や,文 学史家は,こ のような場合エネルギーの衰退 とか,気 力の澗渇 と

か,集 中力の喪失 とか言 うのが常である。彼 らが間の抜 けた注釈 を付 け

ているゲーテの伝記の どれかを読み直 してみたまえ!

さて私の場合事情は簡単だ。私のイン ドの詩では,英 知を求め,苦 行

を し,禁 欲する若いバ ラモンの気持 ちというような,私 が体験 したこと

を書いていた うちは素晴 らしくはか どった。だが耐える人,禁 欲者 を書

き終え,勝 利者,生 を肯定する者,克 服者であるシッダールタを書 こう

とした時,そ れ以上筆が進 まな くなった。一 それで も私 はなお書 き続

けようと思 う。いつの 日かそれが完成 した日には,彼 は勝利者 となるで
4

あ ろ う。

実際ヘ ッセは この間ほ とん ど他 の作 品の創作 を してい ない。 それだ けこの

作 品 に集 中 していたのであ る。そ の甲斐 もあ って少 しずつ筆 は進 んだ。 日記

を付 け自己省 察 を続 けていたヘ ッセは,1921年5月 と6月 に はユ ン グ に よ る

分 析 を何 度 も受 け,翌 年5月 よ うや く完 成 した原 稿 を出版 社 の フィ ッシャー

に送 るこ とがで きた。

出来上 が った作 品 は この ような苦慮 の跡 を少 しも見せ ぬ ほ ど完成度 の高 い
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もの となっているが,そ れにはヘ ッセの思想の深 まりとともに,こ の作品に

登場する人物の設定 と,そ の効果的な配置が大 きくかかわっている。それで

は作品を辿 りなが らこれらを一つ一つ見ていこう。

2.プ ロッ トとその構成要素

シ ッダール タはバ ラモ ンの家 に生 まれた。父 は立派 な学者 であ り,そ の挙

動 は非 の打 ち所 の ない もの で あ り,シ ッダー ル タ も父 の よ う に な る よう嘱望

され る。

だが シ ッダール タの 中に不 満が芽生 えて くる。

彼のような博識 な人 も浄福 の中に生 きていたか。平和の うちに生 きて

いたか。彼 もまた探 し求 める者,飢 えた者ではなか ったのか。(中 略)

非難の余地のない人なのになぜ彼 は毎 日罪 を洗い流 さなければならなか

ったのか。なぜ毎 日来る日も来 る日も骨を折 って身を清めなければな ら

なかったか。彼の中にアー トマンはなかったのか。彼 自身の心の中にそ

の源泉 は流れていなかったのか。 自我 の中の源泉,そ れを見出 し,そ れ

を自分 自身の ものにしなければならなかった!他 のいっさいはあてのな

い探索であ り,回 り道であ り,混 乱であった。

これがシッダールタの考 えであ り,彼 の渇 きであ り,彼 の悩みであっ
5

た 。

父の像 はヘ ッセ自身の父 を思わせる。ヘ ッセの父 は学者肌の伝導師であ り

非の打 ち所のない人物であった。「非難の余地のない人なのになぜ彼 は毎 日

罪 を洗い流 さなければならなかったのか」 という問いかけには仏教だけでな

く,キ リス ト教の原罪の意識 も読みとることがで きよう。ヘ ッセは,父 があ

まりにも正 しす ぎて,非 の打 ち所がな く,叱 る時 も紳士的なので,頭 か ら怒
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鳴 りつ けた りな ぐって くれた らい っそ救 われ るの にと思 うこ とさえあ った。

この ようにヘ ッセ に とって と同様 ,シ ッダー ル タ に とっ て も父 は フ ロイ トの

い う 「超 自我」 の よ うな存在 であ り,こ れ か らの 解放 が,シ ッ ダー ル タが真

の 自己 を求 め て旅立 つ原動 力 となる。

7

「シ ッダール タ」 とは 「目的(あ るい は意 義)を 達 成 した 人 」 とい う意 味

で あ るが,『 デ ー ミア ン』 な どヘ ッセ の他 の作 品 と同様,シ ッダ ー ル タの 自

己 実現 の 道 が これか らの テーマ となるこ とが,早 く も作 品 の 冒頭 で提 示 され

る。

シ ッダール タは父母 に別 れ を告 げ,幼 な じみ の ゴー ヴ ィ ン ダ と と もに沙 門

たちの もとへ行 く。沙 門 とは ヴェーダ聖典 を奉 じるバ ラモ ンに対 し,ヴ ェ ー
8

ダの権威 を認 め ない男性 の出家遊行者 の総称 である。 ゴー ヴィ ンダ もバ ラモ

ンの子 であ ったが,普 通 の バ ラモ ン に な ろ う とは考 えていなか った。 ゴーヴ

ィンダは シ ッダール タが 「神 とな り輝 か しい者 たちの列 に加 わ った ら,友 と

して,道 連 れ と して,召 使 い と して,槍 持 ち と して,影 と して」 彼 につ い て
9

い こうと思 っていた。

ここで 「影」 とい う語が使 われ てい るが,文 脈 の 中 で 判 断 で きる よ うに ,

一 般 的 な意 味 で使 わ れ る影 で あ る
。ユ ング心理 学で使 われ る人格 の中の隠 さ

れ抑圧 された暗い側面 とい う意味 ではない。 だが作 品の要所要所 で ゴー ヴィ

ンダが登場す るの を見 て も明 らか である ように,や は りゴ,__...ヴィ ン ダは シ ッ

ダ ー ル タの半 面,第 二 の 自己 を象 徴 して い る の で あ る 一 ち ょう どシ ンク レ

ー アに とってのデー ミア ンの よ うに
。明敏 な シ ッダール タに対 して もう一 つ

パ ッとしない ゴー ヴィンダで はあ るが ,そ の志 は高 い 。 そ の 求 道 心 の 強 さゆ

えに,や が て作 品 の 中 で重 要 な役 割 を果たす ようになる。

さて沙門の師 の もとで3年 苦 行 を積 むが,シ ッ ダー ル タは浬 桀 に達 す る こ

とは で きない。苦行で は悟 りに達 す るこ とがで きないのは,実 在 の釈 迦 が も

う体 験 済 み で あ っ た。釈迦 は29歳 で 出家 し,6年 の さ ま ざ まな修 行 の 末,35

歳 で悟 りを開 くの で あ るが,彼 が 最 初 に訪 れ た の も苦 行 生 活 を してい る人 々

悠久なる川の呼び声一 『シッダールタ』のシュトッフとモティーフ,構 造の解明一35



の所 であ った。

苦行林 には,い ろいろな行者や仙人がいた。(中 略)か れ らは,こ う

信 じていたのである。苦行 を修めることによって,寿 命が終わったのち,

天に生まれることがで きる,と 信 じていたのである。つ まり現世の苦行

という原 因によって,来 世の安楽が得 られる,と 信 じたのである。(中

略)か れ(=釈 迦)が 最 も不満 に思 ったのは,来 世で安楽をうるために,

現世で苦行 をする,と い う考えであった。これでは人間の欲望その もの

は,少 しも変 わっていないのである。ただ現実の快楽主義 と違 う点は,

短い現世での快楽は押 えるが,来 世では天 に生 まれて,大 いに楽 しもう,

というのである。

かかる苦行態度は,利 己的快楽の0変 形である,と 釈迦の 目にはうつ

ったのである。

今 までの,な にひとつ不 自由のない暖衣飽食の生活か ら,180度 転回

した,苦 行の生活 も,か れの心を安んずることはで きなかった。釈迦は
10

こ うして,苦 行 林 か ら も立 ち 去 って い っ た のである。

シッダールタも釈迦 と同 じ理由で沙門に見切 りを付けたのであろう。

シッダールタは,ブ ッダの噂を聞いたゴ,___.ヴィンダに促 され,今 度 は彼 と

ともに祇園精舎に逗留するブッダのもとに向かう。

シッダ0ル タが直に見 たブッダは,そ の姿形か らしてすでに浬彙 に達 して

いた。彼の説 く教 えの根幹は四諦八正道であった。諦 とは真理の意で,四 諦

とは苦 ・集 ・滅 ・道の4つ の真理 をいう。苦諦 とは生老病死 に代表されるい

わゆる四苦八苦などである。集諦 とは苦の生起する原因は愛執 にあるとい う

真理である。滅諦 とは苦の止滅 についての真理,道 諦 とは苦の止滅に導 く道

についての真理である。 これは病状 ・病 因 ・回復 ・治療方法 とい う当時の医

学 との関連で も説明される。八正道 とは道諦の内容で,正 見(正 しい見解),
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正思(正 しい思惟),正 語(正 しい言葉),正 業(正 しい行為),正 命(正 し

い生活),正 精進(正 しい努力),正 念(正 しい思念),正 定(正 しい精神統

一)の8つ をいう
。これはまた苦楽の二辺(い たず らな苦行 と欲楽 にふける

とい う二つの極端)を 離れた中道の具体的実践方法 としても説かれる。この

説は釈迦の最初の説法 において説かれたと伝 えられているので,ヘ ッセはほ

ぼ事実に即 して物語の中で使用 したことになる。

先 にも述べたようにヘ ッセのイン ドとの出会いは子供の時 に始 まったが,

イン ドへの関心は大人 になって も続 きやがてイン ドの書物 に親 しむようにな

る。その間の事情 をヘ ッセは レクラムか ら1929年 に出版 された 『世界文学文

庫』の中で次のように述べている。

また何年か後に,そ の間に私 は多 くの経験 をし,読 書 もしたが,精 神

史の別の地域,古 代 イン ドが私 を引 き付 け始めた。それは直線的には行

かなかった。その ころ神知学的 といわれ,オ カル ト的な知恵が書 いてあ

る といわれた本を他人から紹介 された。 これらの書物はあるものは厚い

大著であ り,あ るものはみすぼらしい小冊子であったが,ど れ もい くら

か感心 しない ものであ り,不 愉快 に教訓的で,お ばさん臭 くこざか しい

ところがあった。(中 略)そ れで もしばらくは私 を捉 えた。まもな く私

はその魅力の秘密を発見 した。隠れた精神的な指導者が こういった宗教

的な本の著者たちにこっそ り囁いた といわれるこの秘密の教 えは,共 通

の出所,イ ン ドを示 していたのである。それか らというもの私 は探 し始

め,ま もなく最初の発見 をした。私は胸 を高鳴 らせなが らバ ガヴァッ ド

ーギーターを読んだのである
。それはひ どい翻訳だった。(中 略)そ れ

で もここに初めてこの探求で予感 していた金の粒 を見つけた。アジアの

統一的な思想 をインドの姿 の中に発見 したのである。その時から私 はカ

ルマ(業)や 輪廻の教 えに関するもったいぶった著作 を読んで もその偏

狭 さや説教臭 さに腹 を立てな くなった。その代わ り真 の原典で手 に入れ
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られ る もの を自分 の もの に しようと努 めた。私 はオル デ ンベ ル ク と ドイ

セ ンの本 と,サ ンス ク リ ッ トか らの彼 らの翻 訳 と,レ オ ポ ル ト ・シ ュ レ

0ダ0の 本 『イ ン ドの 文 学 と文 化 』 と
,イ ン ド文 学 の 古 い翻 訳 の い くつ

か を知 った。その ころ私 に とって大事 な もの になっていた シ ョーペ ンハ

ウアーの思想 の世界 とともに,こ の古 い イ ン ドの 英 知 と考 え方 は何 年か

の問私 の思索 と生活 に強 い影響 を与 えた。そ れで も依然 と して不 満 と失

望 は残 ってい た。 まず,か り集 め る こ との で きた イ ン ド原典 の翻訳 はほ

とん どすべ てが不 完全 な ものだ った。た だ ドイセ ンの 『60ウパ ニ シ ャ ッ

ド』 とノ イマ ンの ドイ ツ語版 『ブ ッダの説法』 だけが私 にイ ン ドの世界
ii

を純粋 に完全 に味わわせ楽 しませて くれた。

さてゴーヴィンダはブッダの説教 を聞 き弟子になるが,シ ッダールタは釈

尊のもとを去 る決心 をする。その前 に彼 は自分が疑問に感 じた点をブッダに

伝 える。

いまだかつてどこで も切断されたことのない完全 な鎖 として,因 果の

永遠の連鎖 としてあなたは世界 を示 してお ります。(中 略)け れ どもあ

なたのその教えにしたがえば万物の統一 と首尾一貫性がある箇所で中断

されてお ります。小 さなす きまか らこの統一の世界 に何 か無縁 な もの,

新 たなもの,以 前は存在せず,現 在でも明示 されず証明 されえない もの
12

が流れ込んでお ります。それは世界の克服の教 え,解 脱の教 えです。

これに対 しブッダは次のように答える。

それについてさらに思いをめ ぐらされんことを。だが,知 識 を求める

者 よ,諸 々の意見の迷路 と,言 葉の争いに陥ることのな きよう,自 らを

戒め よ。(中 略)御 身が聞いた教 えは私の意見ではない。その 目標は知
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識 を求める者 に世界 を説明することではない。その目的は別にある。煩

悩か らの解脱がその 目的である。それが ゴータマの説 くところであ り,
13

それ以外の何 もので もない。

「解脱」 とい う点が問題 となっているのであるが,こ れはどの ように理解

したらよいのであろうか。

「解脱」 はイン ド思想全般で説かれる理念で,そ の本来の意味 は,束 縛か

ら解 き放す ということである。これは仏教 にも採用され,仏 教では煩悩か ら

解放 されて自由な心境 になることをいう。解脱 した心 は迷いが なく,煩1'uが

再び生 じないので,浬 葉 と同 じ意味になる。 インドー般の思想では,輪 廻か

ら解放 されて,二 度 と生存世界 に立ち戻 らない状態に到達す ることをい う。

釈尊 は煩 悩か ら解脱 して浬桀 を得 たが,35歳 の成道後80歳 で亡 くなるまでは

身体 を備 えていたので 「有余(依)浬 契」 といい,死 とともに 「無余(依)浬 葉」

に入 った とか 「大般浬繋」 に入 った とい う。

ヘ ッセは浬藥について1921年2月17日 頃書かれた 日記の中で次のように書

いている。

仏教徒 には浬葉について議論 をするのが禁 じられている。浬葉が個人

の消失であるのか神 との合一であるのか,否 定的なものか肯定的な もの

か,至 福の状態なのか単 に休息を意味するだけなのか,そ ういうことに

ついて語 るのをブッダは拒否 し,禁 じた。私 もこのようなことを議論す

るのは無益だ と思 う。私が理解するところでは,浬 桀 とは個人が未分化

の全体の中へ と回帰 してい くことであ り,個 体化原理の背後へ戻る救済

の歩みである。すなわち,宗 教の言葉 を借 りると,個 人の魂が万象共有

の魂,す なわち神へ と帰 ってい くことである。我々が,こ の再帰 を渇望

し,求 めるべ きか否か,そ れをブ ッダが歩んだ道 にしたがって辿るべ き

か否かということはまた別の問題だ。 もし神が私 をこの世に放 り出して
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個体 として存在 させるな ら,私 の使命 はで きるだけ速やかに,軽 やかに

万有の中に帰るということである。あるいはむ しろ神の意志 を,(『 クラ

インとワーグナー』では 「運命 に身をゆだねる」 と表現 したが)そ の意

志 に任せて生 きてい くことによって,つ まり繰 り返 して分裂 して個体 に

な り,そ の個体 としての存在 を生 き抜 くとい う彼の要求 をかなえること

で,実 現 させるべ きであろうか。 この点でブ ッダの教 えの純理性的特質

が,私 には今 日もはやそれほど完壁 とは思われないのである。若い時は

賛嘆 したこの点が,今 は欠点に思える。 この合理性 と神の不在,不 気味

なまでの正確 さと,神 学の,神 の,帰 依の欠如。ブッダは(自 身ではき

っと信 じていた)再 生 と浬葉の問題 をまった く度外視 しているので,ま

さにこの点で,実 際キ リス トのほうが ブッダより一歩勝 っているように
14

思 えることが しば しばある。

ヘ ッセはまた 日記 の別 の箇所(1921年1月 頃)で 次 の よ う に述 べ て い る。

もはや生 まれてこないということ,真 の浬繋,浬 葉 に到達 したという

至福 の境地 を,私 は(た んに疲れていて休息 を求めているとい うのでは

ない)そ の完全 な,本 当の意味 において今 まで一度 も完全 に理解で きず,

想像で きなかった。シッダールタは死ぬ時に浬葉ではな く,新 たな転生,
エ5

新 たな姿,再 生を望むであろう。

これらを見ている限 りヘ ッセは 「浬桑」 を第一義 的に使 われる 「煩悩の火

が吹 き消 された状態の安 らぎ」あるいは 「すべての束縛か らの解脱」 という

意味で肯定的に捉 えているのではな く,そ こから派生 した,「 生命の火が吹

き消 された状態」,も はや再生 しない状態 とい う点 に力点 を置いて,死 との

関連でどちらか といえば否定的にとらえてお り,そ の結果,再 生 を説 くキ リ

ス ト教 に軍配を揚 げているように思われる。
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先 に見 た ように仏教 では 「解 脱」 と 「浬葉」 は同 じ意味 で使 われるが,ヘ

ッセ は 「浬 彙 」 に つ い て は この他 に手紙 な どさまざまな箇 所で述べ ているの

に対 し 「解 脱 」 につ いて は あ らた め て述 べ てい ない。 これ は,「 浬 桀 」 に

"Ni
rwana"と い う サ ン ス ク リ ッ トを用 い て い るの に対 し,「 解 脱 」 に は

"E
rlosung"と い う ドイ ツ語 を用 い て い る こ と と も関連 してい るで あ ろ う。

我 々は 「解脱」 とい う時,仏 教 以 外 の概 念 と して は用 い な いが,"Erl6sung"

は本 来 キ リス ト教 の 「救 済 」 を示 す言葉 であ る。 おそ ら くヘ ッセが読 んだノ

イマ ンの ドイツ語版 『ブ ッダの説法』 の なか で 「解脱」 の訳 として用 い られ

ていたの をその まま採用 したのであ ろ う。 こ こにヘ ッセが 「浬 葉」 を必ず し

も 「解脱」 の 同義語 と してで はな く,む しろ深 層 心 理 学 や キ リス ト教 の立場

か ら理解 しよ うと した一 因があ る と思 われ る。

シ ョーは 「解脱」 の問題 を次 の ように解釈 している。

克服 と解脱はこの世の外で,す なわち世俗的なものを除いた所で成 り

立っている。ゴータマはこれにより自分 自身の存在 との矛盾の中で世界
i6

と現在の否定 を説教 しているのである。

つ まりブッダの思想は生その ものを否定 しているとい うのであるが,こ れ

は,仏 教の教義の本来の解釈は ともか くとして,作 品の解釈 としては後の展

開を見て も納得で きる説である。「煩 悩か らの解放」 を説 くブ ッダの説は,

まだ真の煩悩を知 らないシッダールタには頭で しか理解で きない。彼 はこれ

か ら行動をしなが ら,思 索 とともに経験 を積んでいかなければならないので

ある。

ブッダの登場 は第一部 の頂点 を形作 る。「シ ッダールタ」 という題名 を聞

いて読者が第一 に連想するのはブッダであ り,お そ らく釈迦の伝記 に基づい

た作品だろうと考えて も無理がないであろう。だがその期待 は裏切 られる。

ではブ ッダとまった く関係な く作品が展開するか とい うとそうではない。へ
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ッセは作品の中にシッダールタと同 じ名 を持つ実在のブッダを登場 させるこ

とにより,背 景 となる舞台の臨場感 を高めているだけでな く,シ ッダール タ

をブッダと対比 させることにより,自 らの思想 を一層明瞭にする機能 を与え

ている。

ブッダの もとを去った彼 は,自 分が もう青年ではなく,大 人になったのを

感 じ,も はや師を必要 としていないことを認識す る。そ してある時精神の目

覚めを覚 える。

自我 こそが,自 分がその意味 と本質を学ぼうとした ものだ。 自我 こそ

が,自 分がそれか ら逃れようとした もの,自 分が克服 したい と思ったも

のだ。(中 略)ア ー トマ ンを自分 は求め,ブ ラフマ ンを自分 は求めた。

自我の未知な最奥 にすべての殻の核心 を,ア ー トマ ンを,生 命 を,神 性

を,究 極なる ものを見つけるために,自 我 を切 り刻み,殻 をはこうとし
ユア

た。だがそのために自分が失 われてしまった。

「ブ ラフマ ン」(brahman,中 性 名 詞)の 原 義 は 「詩 の持 つ 神 秘 的 な力 」 で

あ り,そ れ を体 現 す る のがbrahmanま た はbramana(い ず れ も男 性 名 詞)す

な わ ち バ ラモ ンで あ る。 バ ラモ ンの唱 える詩(ヴ ェー ダ)の 力 は神 を も左 右
へ

し,宇 宙の根本的想像力 と見なされ,さ らには,一 切 に遍満する根本原理 と

同一視 される。「アー トマ ン」 はもともと 「気息」の意味で,転 じて 「生気」

「身体」「自身」の意味 とされた。『ウパニシャッド』では万有の根元 ・帰趨 ・

本質たるブラフマ ンと究極的 に一体 とされる 「個体 の本質」 「内なる真我」

の意味へ と高められた。この普遍我の覚知の もとで 自我意識は滅却するとさ
1g

れ,初 期仏教以来の無我の教説 も,こ れ と実践上の 目的は大差ない といえる。

早島鏡正は 「無我の教説」 について次のように説明 している。

ブ ッダの根 本教説 の一つ とされ る 「無我」 の教 えは,無 主 体 とか無 霊

42国 際経営論集Na.272004



魂 とい うことではなか った。無我 の 「我」 とは 『ウパ ニ シ ャッ ド』 の哲

学 に説 く絶対原理 であ るアー トマ ン(自 我,我)の こ とで あ る。 ブ ッ ダ

は ア ー トマ ンの絶対性 を 自己 自身 の もの と誤 認 して はな らない と して,

と らわ れ の 自我 を捨 て,我 執 な き本 来 の 自己 を実 現 すべ きである と説 い

た。 つ ま り,真 の 主体 性 の確 立 とい う こ とが 「無我」 であ った。 け っ し
19

て自我の否定 とか主体性の放棄 とい うことではなかった。

ここで言われている 「無我」の教 えは本質的 にはヘ ッセが 『デー ミアン』

以来探求 している 「自己実現の道」 と変 わ りがない。それはユ ングの言 う

「個性化の過程」 とも共通の ものである。ヘ ッセは1921年8月15日 付けのゲ

ーオルク ・ラインハル ト宛の手紙で次のように書いている。

シッダ0ル タがこれか らどうなるか私 も知 りたい ものです。私は確か

に彼 より少 しばか りよけいに体験 しま したが,そ の体験の結果 と結末が

まだ見えません。だか らまだ作品にも描 くことがで きません。それは個

性化の道なのです。あらゆる集団的なものや権威的な ものか ら遠ざか り,

内面の声(良 心 もですが)を 非常 に個人的で鋭敏 なものにし,人 生 を極

めて細分化 し困難なものにする道なのです。一 こういったことを私 は経

験 しているのですが,ま だそのただ中にいるのです。細分化 された個 を

全体へ,社 会や共同体 の中へ と再び適合 させることは,私 自身がこの道
コロ

を もっ と先 に進 んでか らでない と描 けないで しょう。

ヘ ッセ 自身が この作 品 とと もに成長 してい るのが窺 える。先 に も書い たが

この手 紙が書かれ る少 し前,1921年5月 と6月 に はユ ン グ に よ る分析 を何 度

も受 けてい る。ヘ ッセは イン ド思想 に基づ きなが らも,そ れ を 自分 の経 験 を

通 じて骨 肉化 し,い わ ば換 骨 奪 胎 して この作 品 を書 いた と言 えるであ ろ う。

これか らい よい よ 「失 われ た自我 を求 めて」 の シ ッダール タの新 たな旅 が
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始 まる。彼 は今 まで世界 を自分の目で見ていなかった ことを知 り,「意味 と
2i

本質はどこか物の背後ではな く,そ の中に,一 切 の物の中にある」のを認識

する。

第二部 はシ ッダール タが川 を渡 る ところか ら始 まるが,渡 る前 夜,川 辺 の

渡 し守 の小 屋 で 眠 った 時,夢 を見 る。 夢 の 中 で 出 て きた ゴ ー ヴィンダを抱 く

と,そ れ は女 へ と変 身 し,シ ッダ ー ル タ は そ の乳 房 か ら乳 を飲 む。 それ は,
22

「男 と女,太 陽 と森,動 物 と花,あ らゆる果実,あ らゆる快楽の味が した」。

禁欲の生活か ら官能の生活 に入 ってい く橋渡 しをするのが,こ の夢である。

それは今 まで抑圧 していた性の解放であ り,次 に登場するカマーラに対す る

「恋の呼 び出 し」 といってもいい働 きをしているが,そ れが単 に性的なもの

にとどまらず,同 時に世界 に向けて開かれた,感 性の解放 を意味 しているこ

とも見逃せ ない。シッダールタは 一 ヘ ッセ自身 もそうであったが 一 ユ ング

のいう四つの心理機能(思 考,感 情f感 覚a直 観)の うち,思 考機能が並は
23

ずれて発達 している反面,他 の機能が未分化 なのである。夢の中でそれ らの

機能が,自 らの承認 を求めていると考えることもで きよう。

さてシッダールタは親切 な渡 し守 に川 を渡 して もらう。 この渡 し守は,作

品の後半で大事 な役割 を果たす ことになるが,そ れ については後 で考察す

る。

川を渡ったシッダールタは村の女に挨拶すると,彼 女のほうから誘いをか

けて くる。彼 は夢 を思いだ し,乳 房 に唇を当てるが,内 心の声が否 というの

を聞 き,そ の場を去る。道で見た美 しい遊女カマーラを彼 は林 園に訪ね,そ

の もとで,性 愛の手ほどきを受けることに成功する。

なぜ シッダール タは村の女の誘いを拒 んだのに,カ マーラの もとへ行 った

のか。それは,カ マーラが彼の 「アニマ」だったか らである。アニマは,ユ

ングのいう元形の一つで,男 性の心の中にある女性的性質が人格化されたも

のであ り,個 性化の過程の中でこのアニマがあ らわれて くる。「男性がある
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女性 にはじめて会 うや否や,そ れがただちに"そ の人"で あることがわかっ
　　

て,突 然,恋 に陥 るの は,ア ニ マ の存 在 が原 因 とな っ て い る」。

シ ッダール タはカマ ー ラに紹介 され た町::の 商 人 力,..._.マス ワ ー ミの も と

で商 売 を な ら うこ とになる。

「カマ ー ラ」 「カーマス ワー ミ」 の 「カーマ」 は,オ ウ ム に乗 った 青 年 と

して描 か れ て いる イ ン ドの愛 の神 「カーマ」 か ら取 った もので は ないか と,
25

プ フ ァイフ ァーは推測 してい る。 ジオル カウスキーは この説 とともにサ ンス
26

クリ ッ トで愛 を表 す語根 「カーマ」 に基づ い てい る とい う説 をあげてい る。

「カーマ」 は愛 と言 って も享楽,特 に性 愛 を意 味 す る。 「カ ー マ」 に関す る論

書 が 「カーマ ・シャース トラ」(性 愛 論)で,最 も有 名 な もの が 『カ ー マ ・

ス ー トラ』 で あるか ら,先 の両 説 と もう なず け る と ころが あ る。 だが カマ ー

ラは ともか くカーマス ワー ミまで なぜ 「愛」 とい う部分 をその名 に持 ってい

るのであ ろ うか。思 うにそれ は,彼 が 「小 児 人 」(Kindermensch)だ か らで

あ ろ う。

彼(シ ッダールタ)は,自 分 に欠けていて彼 ら(小 児人)が 持 ってい

る一つの もののために,彼 らをうらやんだ。彼 らが生活 を大事に考える

点で,彼 らが喜びや悲 しみに執着する煩悩 の点で,ど こまで も愛 に溺れ

ていることによって,不 安な,だ が甘い幸福 を味わっている点で彼は彼
27

らを うらや んだ。

「愛」 は 「煩悩」 と置 き換 えて もよい。彼岸 で はな く,此 岸 に生 き る もの

の宿 命 で あ る。 女 に溺 れるの も,金 に溺 れ る の も皆 この 「一 つ の もの」の た

めであ る。それ を理解 してい くのが,こ こで シ ッ ダー ル タ に課 せ られ た使 命

だ ったのであ る。

享楽 の生 活 を送 る うち に月 日は流 れ,シ ッ ダー ル タは40歳 を過 ぎ,人 生 に

倦 み疲 れ,老 い て い っ た。 あ る夜 カマ ー ラ に請 われてブ ッダの話 を し,そ の
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後いつ になく激 しい愛の遊技 を行 った後,隣 に寝 ていたカマーラの顔 に老い

の影 を認めたシッダールタは,夢 を見 る。夢の中にはカマ.__.ラが飼 っていた

小鳥が出て きた。いつ もは歌 を歌 う鳥が歌わない。見てみると死 んでいたの

で,通 りに放 り投 げて しまった。その瞬間彼 は小鳥 とともに自分が大切 にし

ていたあ らゆる価値あるもの,あ らゆる良い ものを投 げて捨てて しまったよ

うな気 になる。

先に見たように,こ の作 品では夢が重要な役割 を果た しているが,夢 につ

いては作品の最初のほうに次のような部分がある。

確 か に,聖 典 の 多 くの詩 句 が,特 に 『サ ー マ ・ヴ ェ ー ダ』 の奥 義書 の

中で素晴 ら しい詩句 が,こ の 最 奥 究極 の もの につ い て語 ってい た。 「汝

の魂 は全世界 な り」 と,そ こ には書 か れ てお り,人 は 眠 りの 中で,深 い

眠 りの 中 で,自 分 の 内 奥 に到 達 し,ア ー トマ ンの 中 に住 ま う,と 書 か れ
28

て い た 。

この ような イン ド哲 学の知恵 は深層心理 学 の成果 とも重 な り合 うもので あ

る。夢 に よ り人 は無意識の 中 にあ る,自 己 の 内 な る声 を聞 くこ とが で きるの

で ある。川 を渡 る前 に見 た夢 は禁欲 の世界 か ら官能 の世界 に導 くもの であっ

たが,今 回 は そ れ とは逆 の こ と を告 げ てい る。 この夢 の警告 に従 い,彼 は カ

マ ー ラ の もと を去 る。

か つ て渡 った川 に戻 って きた シ ッダール タは,生 きる 目標 を失 い,入 水 自

殺 を試 み る。 そ の 時心 の 中 に聞いたのはバ ラモ ンが祈 りの始 め と終 わ りに用

い てい る 「オ ーム」 とい う言 葉で あ った。 「オーム」 とは,ヴ ェ ー ダ な どで

呪 文 の は じめ に用 い られた祈祷 語 であ り,普 通 は 呼 び か け に応 え る 間投 詞 で,

応 諾 の 意 を内 包 す る 。 『ウパ ニ シャ ッ ド』で は,こ れ は梵(ブ ラ フマ ン)で

あ る と し,こ れ を唱 え る こ とは我(ア ー トマ ン)に 梵 を得 しめ よ との 意 で あ

る とす る。
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「オーム」 はすで に 『デー ミア ン』(1919年)に=登 場 す る。

彼(=ピ ス トー リ ウス)は 『ヴ ェー ダ』の翻 訳 の 数 編 を朗 読 して くれ,
29

神聖な語 「オーム」 を唱えることを教 えて くれた。

この シ ュ トッフをヘ ッセ は この 頃 か ら温 め てい た こ とが こ こか ら も窺 え

る。 「オー ム」 をつぶや いた シ ッダール タは,ブ ラ フマ ン を知 り,生 命 が破

壊 しが たい こ と を知 る 。

シ ッダール タは深 い眠 りに落 ちる。今 まで見 て きた ように,眠 りは この作

品 の重 要 なモ テ ィー フであ る。今 回は夢 も見ず,起 きた時 に は10年 も経 った

か と思 うほ ど深 い 眠 りで あ った。

が

我 に返 った最初の瞬間,彼 は以前の生活が,自 分の現在 の我の遠 く遡

った昔の化身,前 世のように思われた。(中 略)長 い眠 り全体が,長 い

沈潜 したオームの発声 に,オ ームの思索に,名 状 しがたい完成 したもの
30

オームへ の沈入,没 入 に ほ か な ら なか った よ うに思 えた。

先 に引用 した1921年1月 頃 の 日記 で ヘ ッセ が 書 い て い た ように,文 字 通 り

シ ッ ダー ル タは死 を くぐ り抜 けて再生 す るので ある。 これは悟 りに も繋 が る

宗教体験 で あ った。 「失 われ た 自我 を求め て」 の旅 を終 えたシ ッダ..._.ルタ は

新 た な段 階へ 到 達 す る。

眠 りか ら覚 めた シ ッダール タが起 きあが る とそ こに見 たのは,僧 の姿 を し

た ゴ ー ヴ ィ ン ダで あ っ た。 ゴーヴ ィンダは シ ッダー ル タが蛇 に襲 われ るので

はない か と心配 し,起 こそ う と して い た と こ ろ だ っ た。 シ ッダール タはす ぐ

に 目の前 にい るのが,ゴ ー ヴ ィ ンダ とい う こ とが分 か った。

ゴーヴ ィンダ とは フィール ドに よれば 「牛飼 い」の意 で あ り,牛 は イ ン ド

で は聖 な る動 物 で あ るので,「 光 を もた らす もの」 「啓 蒙 の 贈 り物 を与 える も
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の」 とい う意 味 になる。 またバ ラモ ン教 とヒン ドゥー教 の神 ヴ ィシュヌの10
31

の化 身の一人(釈 迦 もこ の化 身 の 一 人)ク リシ ュ ナ の名 で あ る 。

ゴー ヴ ィンダはシ ッダール タの こ とが分 か らず,去 ろ う とす る時 自分 の名

を呼 ば れ,は じめ て相 手 が シ ッダー ル タ と知 る。 それ ほ どシ ッダール タは変

わ り果 て てい たの である。いつ まで も変 わ らぬ ゴー ヴィ ンダ と変 わる シ ッダ

ール タ
,そ れ は ま るで ナ ル チ ス とゴル トム ン トの ようであ る。文学作 品の主

役 となるのは もちろん後者 であ るが,ヘ ッセ は け っ して 前 者 の存 在 を軽 く見

てい るので はない。幼 な じみの ゴーヴ ィンダを ここに登場 させ るこ とによ り,

シ ッダー ル タ と ゴー ヴ ィ ンダそ れぞれ の生 き方が,そ れ ぞ れ意 味 を持 ちTあ

る 意味 で は補 い合 っ て い る こ とを伝 えてい るのであ る。そ の証拠 にゴー ヴ ィ

ンダを見送 った後 シ ッダール タは次の ように考 える。

顔 に微笑 をうかべなが らシッダールタは彼 を見送った。彼 は今で もこ

の誠実な男 を,気 の弱い男を愛 していた。この瞬間,こ のオームに満た

された素晴 らしい眠 りの後で,誰 かを,ま た何か を愛 さないなどとい う

ことがあっただろうか。すべてを愛 した とい うこと,自 分が見たものす

べてに対 し喜ば しい愛に満ちていたとい うこと,ま さにここに,眠 って

いる問オームによって彼の中に生 じた魔法があった。以前は何 もの も,

何 ぴ とも愛することができないことで,あ んなにひどく病 んでいたので
32

あ る 。

確かにシッダールタはカマーラに 「貴方は誰 も愛 していない」 と言われた

ことがあった。シ ッダールタはそれに対 し,「 貴方は私 に似ている。貴方だ

って人を愛 してはいない。 もしそ うならどうして愛 を技巧 として行 うことが

で きるのだろうか。我々のような種類の人間はひ ょっとしたら愛することが
34

で きないか もしれない。小 児人 たちはそれがで きる。 それが彼 らの秘密 だJ

と答 え るの で あ っ た 。今 シ ッダール タは愛す る こ とを体験 し,ま た そ れ を 自
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覚す る こ とで,一 段 大 き くな る の で あ った 。

さて 「作 品の成 立」 の項 で も述べ た よ うに,シ ッ ダー ル タの 第 一 部 は1919

年 か ら1920年 にか けて の・冬 に書 か れ,こ の 時 す で に第 二 部 で シ ッダ ー ル タが

自殺 を図 り,ゴ ー ヴ ィ ン ダに発 見 され る部 分 も成立 していた。1921年 に は雑

誌 『ゲ ー ニ ウス 』 に第 二 部 の うち 「カマー ラ」,「小 児 人 た ち の も とで 」,「輪
35

廻」の章が発表された。だがヘ ッセはこれか らの章 を書 くのにまだ経験 を必

要 とした。行 き詰まったヘ ッセに大 きな助力 となった ものは,一 つにはユ ン

グによる治療であったが,も う一つは中国,特 に老子の思想であった。

ヘ ッセ と老子 との関係 も深い ものであった。ヘ ッセの父は宣教師であった

が,老 子 にも深い関心 を示 し,1914年 には 「キリス ト以前の真実の証人老子』
36

とい う本 を上梓 している。父 はヘ ッセに老子 を通 じて中国を知る橋渡 しをし

たのである。ヘ ッセは 「シッダールタ」 に関 して質問を寄せたある読者 に宛

てた1923年2月5日 の手紙で 「後 になって老子 を通 じて中国の道 を見出 しま
37

したが,そ れ は私 に とっ て極 め て 開放 的 な体験 で した」 と述 べ てい る。

また1922年11月27日 の シ ュ テ フ ァ ン ・ツ ヴ ァイ ク宛 の書簡 には次 の ように

書 かれてい る。

私の聖者はイ ンドの衣装をまとっていますが,そ の知恵はブッダよ り

も老子に近いのです。老子は私たちの善良で惨めな ドイツで大変流行 し

てい ます。けれ どもほとんどすべての人々が老子 を逆説的と理解 してい

ます。だが彼の思想 はまさに 「非」逆説的なのです。そうではな く非常

に両極的で二つの極 を持 っているのです。つま り次元が一つ多いのです。
38

その泉から私は しば しば水を飲み ます。

「次元が一つ多い」 とい う表現 に関 して石橋邦俊 は 「陰に対する陽,彼 岸

に対する此岸 といった意味ではな く,む しろこの両者 を離れ,こ の両者を一
39

方 に 偏 す こ と な く同 時 に 観 る こ とが で き る 第 三 の 『次 元 』 を指 す の だ ろ う」
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と述べているが,一 考 に値する指摘だと思われる。

さらに先に引用 した 『世界文学文庫』(1929年)の 中でヘ ッセは次 のよう

に述べている。

私 はこのイン ドの世界 に,そ こでは見出す ことので きない ものを,つ

ま りある種 の英知 を求めていたのだった。その可能性 と存在,い やそれ

どころか存在 の必然性 を予感 していたのだが,そ れが言葉で実際 に表現

されているのをどこにも見出すことがで きなかった。

ところが,ま た何年か経 って,新 しい読書体験が私の望み を叶えて く

れた。(中 略)以 前か ら父の指示 によって老子 を,先 ず グリルの翻訳で

知 っていた。(中 略)孔 子 に続いて,老 子,孟 子,呂 不章,中 国の民衆

童話が ドイツ語で出た。(中 略)こ れ らの中国の本 に対 して私は何十年

にもわた り,ま すますつのる喜びを覚え,そ の中の一冊がたいてい私の

ベ ッ ドの傍 らにある。あのイン ド人に欠けていた もの,つ ま り実生活へ

の接近s最 高の道徳的要求 に向かって決意 した高貴な精神性 と感覚的日

常的な生活の戯れや魅力 との調和,一 高い精神化 と無邪気な生活の楽

しみの問の賢い往来,そ れらの全てがそこには豊富 にあった。イン ドが

禁欲 と僧侶のような現世放棄のうちに高い感動的な境地 に達 したとする

なら,古 い中国は,自 然 と宗教,宗 教 と日常生活が敵対的ではな くs友

好的な対立 を意味 し,両 者 とも正当な権利 を得るような精神性の訓練に

おいて,イ ン ドに劣 らぬ素晴 らしい境地 に達 したのである。イン ドの禁

欲 的な知恵が,そ の要求の徹底性で若 々 しく清教徒 的であるとすれば,

中国の知恵は,経 験 を積 んで賢 くなっているが,経 験 によって幻滅させ

られず,賢 明さによって浮薄 にもなっていない,ユ ーモ アを解 している
4D

人の知恵である。

さてそれではこれから,イ ンドの影響だけでな く,老 子 を中心 とした中国
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の影響 を考慮 しなが ら,作 品を見ていこう。

シッダールタはこの川の もとに留 まろうと決心 をし,か つて自分 を対岸 に

渡 し新 しい生活 に導い て くれた親切 な渡 し守 の所 に行 こうと決心 をした。

「川 はシッダールタの人生の循環の完成だけでな く,過 去 をすでに克服 した
41

新 しい人生 の始 ま りを象徴 してい る」 とシ ョーは述べ てい る。
42

彼 は川 の声 を聞 き,か つて渡 し守が 「川か ら多 くを学ぶ ことがで きる」

と言っていた川の秘密のうち一つだけを見ることがで きた。「この水 は流れ

流れて,い つ まで も流れ,し か も常 にそこに存在 し,常 にいつで も同 じであ
43

り,し か もどの瞬間に も新たであった」。

この箇所 を読んです ぐに連想 されるのは 『論語』の 「子,川 の上に在 りて
44や

曰わ く,逝 く者は斯 くの如 きか。昼夜 を舎めず」 とい う一節であろう。古来

「川上の嘆」 として有名 な箇所であ り,ヘ ッセ も知 っていたことは充分考 え
45

られる。

シッダール タが川のほとりで年月を送るうちに,川 にとって存在するのは

現在だけであるというこの考えは熟 し,時 間こそが この世の苦 しみの原因で

あ り,時 間を克服 し,時 間を考 えない ようにすれば,こ の世における一切の

困難は取 り除かれるのではないか と,あ る時渡 し守 に尋ねる。渡 し守は,微

笑んで うなず くだけであった。「時間は存在せず,す べ ての存在 は統一一体 を
46

形づ くっている」 とジオルカウスキーは川の秘密 を解釈 しているが,こ れ以

上簡明で的を射た表現はないであろう。時間の問題は大 きなテーマなので後

でまた触れるが,こ れ もシッダールタが川か ら学んだことなのである。

川から学んだことはこれだけにとどまらない。普段は寡黙な渡 し守ヴァス

デーヴァは言 う。

御 身 もすで に水 か ら,下 に 向 か って努 力 す る の は,沈 む の は,深 み を

求 め る の は よい こ とだ と学 んだ。富 め る貴 人 シ ッダール タは一介 の船頭

となる。博学 なバ ラモ ンは一介 の渡 し守 となる。 それ も川 が告 げ たこ と
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47

だ。その他 の ことも川か ら学 ぶだ ろ う。

ここには明 らかに老子の影響が見て取れる。言 うまで もな く有名な 「上善

ごと お

は水 の若 し。水は善 く万物 を利 して争わず。衆人の悪む所 に処 る。故 に道 に
ちか4$

畿 し」である。水が高い所 か ら低 い所へ と流 れてい くように,至 善の人 も,

人の嫌 う低い所にいて,万 物 を潤 しなが ら,争 ったりすることはない。水 は

謙譲の美徳のシンボル と言 ってよいであろう。

福永光司はこの箇所 は,マ タイ伝の 「幸福 なるかな,柔 和なるもの,彼 ら

は大地 を受けつがん」や,パ ウロの言葉 「おのおの謙遜をもて互いに人を己
さま

に勝れ りとせ よ。(中 略)我 は如何 なる状 に居 るとも足るこ とを学 びた り。

しもべ

(中略)神 は己を虚 しうし,僕 の貌 をとりて人の如 くなれ り」(ピ リピ書)あ

るいはアウグスチヌスの 「一にも謙虚,二 にも謙虚,三 にも謙虚」 を想起 さ
49

せ る と述べ,キ リス ト教 との類 似 点 を指 摘 してい るが,お そ ら くこ こ にヘ ッ

セ の 父 ヨハ ネ スが老子 を研究 し,息 子 に も勧 め た理 由 が あ っ た の であ ろ う。

ヘ ッセは イン ド思想 とキ リス ト教,あ るい は イ ン ドと中 国 を二 項対 立的 に と

らえていて も,キ リス ト教 と中 国思 想 を二項 対 立 的に とらえるこ とはあま り

ない と思 われ るが,そ の 原 因 の一 つ も こ こ にあ る ので はないだろ うか。

川 はヘ ッセ に とって幼 い頃か らな じみ深 い ものであ った。 「祖 母 か ら聞 い

た話 だが,若 い 頃 ヘ ッセ は地 元 で は評 判 が 良 くなかった。 それ は彼 が いつ も

ポー ッ とナ ゴル ト川 を見 てい たか らだ と」 と,カ ル プ に あ る ホ テ ル"Drei

Tannnen"の 女 主 人 は筆 者 に話 して くれ た 。 この 頃か らヘ ッセ は川 を眺 めな

が ら物思 い にふ けっていたのであ ろ う。孔子 は言 う 「知者 は水 を楽 しみ,仁
いのちなが

者は山を楽 しむ。知者は動 き,仁 者は静かな り。知者は楽 しみ,仁 者 は 寿 し」
ロ

と。

さて渡 し守 の名 はヴ ァスデー ヴ ァとい った。 プ ファイフ ァー は これ をクリ

シュナ(ヒ ン ドゥー教 徒 に最 も愛 好 され 信奉 されてい る神)の 名 の一 つ と し
51

てい る。 シ ョーは これ を,ク リシ ュ ナ の父 で あ り,救 済者 で あ っ た伝 説 上 の
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ヒ ン ドゥーの王 の名 と し,「 全 て の存 在 に 内在 して い る者 」 とい う意で あ る
52

と述べ てい る。 また クー ンはイ ン ドの神話 で ヴ ァスデ0ヴ ァは子 供 の ク リ シ

ュ ナ を牢獄 か ら救 い,死 か ら逃 れ る た め に川 を渡 した と書 い ている。 これ な

どはいか に も渡 し守 にふ さわ しい説明であ る。

しか し先 に も見 た ようにr自 分 は た だ の渡 し守 にす ぎない と言 うヴ ァスデ

ー ヴ ァは
,イ ン ドの賢 者 と言 う よ りもむ しろ老子 その人 を思 わせ るような隠

者 であ る。 ア ドリア ン ・フシアが言 うように 「ヴ ァス デーヴ ァは人格化 され

た,川 は人 格 化 され て い ない 道(Tao)の 体 現 で あ る」 とい うの は妥 当 な解

釈 であ ろ う。 これ を裏付 け るのが次 の箇所 であ る。 ヴ ァス デー ヴァ と暮 らし

てい る うちに,シ ッダー ル タ もだ ん だ ん彼 に似 て くる。何 よ りもシ ッダール

タが川 か ら学 んだ の は,「 耳 を傾 け る こ と,静 か な 心 で,開 か れ た魂 で,待

ち なが ら,執 着 を持 た ず,願 い を持 たず,判 断 を持 たず,意 見 を持 た ず,耳
55

を澄ます」 ことであったが,こ れこそがヴァスデーヴァが川から学んだ もの

であ り,彼 が持 っている最大の美徳であった。人々は二人の賢者あるいは魔

法使い,あ るいは聖者がいると噂 し始めるが,彼 らが実際訪ねて くるとそこ

にいるのは 「無口で,少 し風変わ りで,ぼ けているように見 える二人の好 々
56う ア

爺 だった」。老子 に 「知 る者 は言 わず,言 う者 は知 らず 」 とい う件 が あ るが,

二 人 は ま さ に これ を体 現 して い るのであ る。 またヴ ァス デー ヴ ァはユ ングの

い う元形 の一 つ老 賢者の体 現 であ り,シ ッダ ール タが だ ん だ ん彼 に似 て くる

とい うのは彼 の 自己実現 が近づ いた証 である ともい える。

自己実 現 とい う点 で考 えれ ば この小 説 は 『メ ル ビェ ン』 の 中の 『詩 人 』

(1913年)の よ う に,こ こ で終 わ りに な っ て もお か し くないので あるが,さ

らに展 開が あ る。

ブ ッダの入 滅 が近い ことを聞いた カマー ラは,ブ ッ ダ に会 い に川 を渡 りに

や っ て 来 る。だが シ ッダール タと偶然再会 で きた喜 び も束 の 間,彼 女 は蛇 に

噛 まれ て死 ん で しま う。後 には シ ッダール タ との間に生 まれ た息子(こ の子

も シ ッダ ール タ とい う名 で あ る)だ け が残 さ れ,彼 は シ ッダ ール タた ち と一・
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緒 に暮 らす ことになる。

シ ッダールタは息子 と会えたことを喜 び,彼 を教育 しようと骨 を折 るが,

甘やかされ,贅 沢 に育て られた息子は反抗する。けれ どもシッダールタにと

っては 「子供がいない幸福 と喜びより,愛 の悩み と心配のほうが好 ましかっ
58

た」。

あ る時 ヴァスデー ヴ ァは シ ッダール タに向か って言 う。

御 身は息子 に強いた り,叩 いた り,命 令 したりはしない。なぜ なら柔

は剛 より強 く,水 は岩よ り強 く,愛 は暴力 より強いことを知 っているか

らだ。大いに結構だ。御身をほめ よう。だが,息 子に強いた り,罰 した

りは していないと考えるのは,誤 りではないか。御身の愛で もって彼 を

縛 ってはいないか。(中 略)老 人たちの考 えは彼 の考 えではあ りえず,

老人たちの心は老いて静かで,彼 の考 えとは別の歩み をしているのだ。
59

彼 はそ うい うことで強い られ,罰 せ られ て い る の で は ない か 。

この前半部は明 らかに老子の次の箇所 を意識 している。

天下に水 より柔弱なるは莫 し。而 うして堅強を攻むる者,之 に能 く勝
か

る莫 きは,其 の以 って之 を易 うる無 き を以 ってな り。弱の強 に勝 ち,柔
60

の剛 に勝 つ は,天 下,知 ら ざ るは莫 き も,能 く行 う莫 し。

先 に引用 した 「上 善 は水 の若 し」 と同 じように,こ こで も水 が 比 喩 に使 わ

れ て い るのが注 目 され る。

ヴァス デー ヴ ァは シッダール タ自身が父の もとを去 った こ とをあげ,息 子

を町へ 連 れ て行 け と言 う。 そ れは シ ッダール タ自身が考 えてい た ことで もあ

った。 だが頭 で分 か っていて も実行 はで きない。 ここで初 めて彼 は身 を もっ

て,か つ て小 児 人 た ち を それ 故 に羨 んだ もの 一 煩悩 を知 るのであ る。
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この愛,息 子 に対する盲 目的な愛は,煩 悩であ り非常 に人間的なもの

であること,そ れが輪廻 であ り,濁 った泉であ り,黒 っぽい水であるこ

とを彼は確かに感 じていた。だが同時 にそれが無価値ではな く,必 然的
61

なものであ り,自 分 自身の本質から出たことを感 じていた。

結局息子は逃げ出 してしまう。彼はその後 を追って探すが,見 つけること

がで きず,オ ームを唱えることで ようや く心の平静 を取 り戻すのであった。

この時か ら彼 は今 まで とは違 った目で人々を見 るようになる。以前の ように

賢明だが見下すようにではな く,も っと温か く,関 心 と,同 情 をもって見る

ようになったのである。

やがてヴァスデーヴァも死期が近いことを悟 り,シ ッダール タに別れを告

げ,森 の中へ消 えてい く。だがその前 にもう一度,彼 はシッダールタととも

に岸辺のいつ もの場所に腰 を下ろす。シッダールタは川の中に,今 まで出会

った全ての人の姿を認める。そこには彼 自身の姿 もあった。それぞれが 目標

を目指 し,そ れぞれが 目標にとりつかれ,そ れぞれが悩んでいるのが見えた。

川は悩みの声で歌 った。その歌 を良 く聴 くと百 もの,千 もの声か ら成 ってい

たがそれ らはただ一つの言葉,完 成 を意味するオームか ら成 り立 っていた。

立ち去 るヴァスデーヴァの姿は光 り輝いていた。

ショーはこの場面について 「アー トマ ンの多数の声 は,ブ ラフマンの一つ

の宇宙の声への木霊 である。そ して彼 らが語 っている言葉は 『オーム』,生
62

の響 き,現 存 す る もの,永 遠 に生 成 す る もの の 響 きで あ る」 と述べ てい るが,

そ の通 りで あ ろ う。

シ ッダ ー ル タは ようや く目標 に達 した。彼 は運命 と闘 うこ とを止 め,悩 む

こ とを止 め る。 こ こで彼 は 「もはや如何 なる意志 に も逆 らわぬ悟 り,完 成 を

知 り,現 象 の流 れ,生 命 の流 れ と一 致 した悟 り,と もに悲 しみ,と もに喜 び,
63

流 れ に身 をゆだね,統 一 に帰 属 す る悟 り」 を得 た の であ った。真 の 自己す な

わ ちアー トマ ンへ の到達 は,そ の ま ま宇 宙 の本 体 ブ ラ フマ ン との合一へ とつ
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なが り,い わ ゆ る 「梵 我 一 如 」 の境 地 に達 す るのである。 だがそれ は教 義 を

学ぶ ことではな く,自 ら体 験 す る こ とで得 た もの で あった。それ故,カ マ ー

ラが,カ ー マ ス ワ ー ミが,息 子 が 必 要 だ っ た の で あ る。 この作 品 に3人 の

「目的(あ るい は 意 義)を 達 成 した 人 」 とい う意 味 の シ ッダール タとい う名

を持 つ人物が登場 す るの は象徴 的である。1人 は主 人 公,も う1人 はそ の 息

子,そ して ブ ッ ダで あ るが,銘 々が 銘 々 の や り方 で 目標 に 向 か ってい るので

あ る。

さて先 に引用 した1920年11月 頃 の 日記 にあ った 「勝 利 者,生 を肯 定 す る者,

克 服 者 で あ る シ ッダー ル タ を書 こ う」 とい うヘ ッセの意図 はこ こで一応 達せ

られたのであ るか ら,作 品 は今 度 こそ 終 わ っ て も良 さそ うにみ えるのであ る

が,最 後 の 章 が待 っ て い る。 しか もそ の章 の名 は 「ゴーヴ ィンダ」 とい うの

である。 ここで各章 の題名 を見 る と次 の ようになってい る。第一部,1.バ

ラ モ ンの息 子2.沙 門 た ちの も とで3.ゴ ー タマ4.目 覚 め,第 二 部,

1.カ マ ー ラ2.小 児 人 た ちの も とで3.輪 廻4.川 の畔 で5.渡

し守6.息 子7.オ ー ム8.ゴ ー ヴ ィ ン ダ。 どの 章 もそ れ にふ さわ し

い タイ トルが付 け られ,こ の作 品 の なか で 一一番 重 要 な モテ ィー フである川 を

除 けば,そ れ は登 場 人 物 か,仏 教 関係 の用 語 で あ る。 もち ろ ん ゴー ヴィンダ

も登場人物 の1人 で あ るの だ が,そ の存 在 は ブ ッ ダや カマ ー ラ,ヴ ァス デ ー

ヴ ァ,さ ら には息 子 と比 較 して も大 きな もの とはい えそ うもない。

だが本 当 にそ うなのだ ろ うか。 「ゴー ヴ ィンダ」 とい う論文 を書 い たバ ト

ナ イクは 「私 の意見 で は,ヘ ッセ が(シ ッダ ール タ と)ま っ た く同 じ よ う に

明確 に描 き,ま た作 品 の メ ッセ ー ジ に とって も同 じように重 要だ と思 える ゴ

ー ヴィ ンダなのだが
,不 思 議 な こ と に批 評 家 た ち か らは完全 に無 視 されてい
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る」 と述べ てい るが まった くその通 りだ と思 う。それで は これか らゴーヴ ィ

ンダの作 品内 における機能 を見 てみ よう。

ゴー ヴ ィンダはある時,賢 者 とい わ れ て い る老 渡 し守 の噂 を聞 き,旅 の 途

上 で会 い に来 る。 自分 は探 し求め る者 であ り,探 し求 め る こ と を止 め ない で
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あ ろ うとい うゴー ヴィンダに渡 し守 は語 る。

探 し求めているとその人の目は探 している物だけを見るということに

な りやすい。また常 に探 している物のことだけを考え,一 つの目標 を持

ちsそ の目標 に取 りつかれているので,何 物 も見出させず,何 物 も心の

中に受け入れることがで きない。探 し求めるとは目標 を持つ ことである。

これに対 して,見 出す とは自由であること,心 を開いていること,目 標
66

を持 たない こ とで ある。

ここにも老子の根本思想である無為 自然の影響が見て取れる。無為 自然の

思想 は 「老子」の至 る所に見 られるが,例 えば第20章 には 「学を絶てば憂い
67

無 し」の文字が見 え,第48章 には次のような一説がある。

学 を為せば日に益 し,道 を為せば日に損す。之を損 し又た損 して,以
68

って無為 に至る。無為 にして為 さざるは無 し。

「損」 という語 には説明が必要だと思 うが,こ こでは無欲 になるという意

味である。

ゴーヴィンダにはまだシッダール タの言 うことが完全 には理解で きない

が,相 手がシッダールタであることは理解で きた。シッダール タはさらに自

分が見出 したことを語る。

知 識 は伝 える ことが で きるが,知 恵 は伝 え る こ とが で きな い。(中 略)

あ らゆ る真 理 につ い て そ の 反対 も真理 であ る。つ ま り一つ の真理 は,一

面 的 で あ る場 合 にの み,言 い 表 され,言 葉 に包 まれ る の だ 。思 想 で もっ

て 考 え られ,言 葉 で もっ て語 られ る もの はsす べ て一 面 的 で半 面 だ 。 す

べ て は,全 体 を欠 き,ま とま りを欠 き,統 一 を欠 い て い る。(中 略)だ
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が世界そのものは,我 々の周囲 と内部に存在 しているものは,決 して一

面的ではない。人間,あ るいは行為が,全 部輪廻であるとか,全 部浬葉

であるとかい うことは決 してない。人間が全面的に神聖であるとか,全

面的に汚れているとかいうことは決 してない。そう思 えるのは我 々が時

間が実在するものだとい う迷いに捕 らわれているか らだ。 時間は実在

しない。 ゴーヴィンダ,私 はこのことを何度 も何度 も経験 した。時間が

実在でないとすれば,世 界 と永遠,苦 と楽,悪 と善の間にあるように見
69

える隔た りも迷いにす ぎないのだ。

言葉 とい う乎段 では全体 をとらえることがで きず,自 分が体得 した真理 を

伝 えることがで きない。言葉の無力さ,不 完全 さを知 りなが らも言葉で伝 え

る しか方法がない。こうい ったある意味では自己矛盾の中で,シ ッダールタ

は傍 らの石 を取 り上げ,時 間の克服 を説明 しようと懸命 に試みる。それは,

言葉で表現するのが使命である作家,ヘ ッセ 自らが身体から絞 り出した比喩

であろう。

以前 ならこう言 っただろう。「この石 は単 なる石 にす ぎない。無価値

で,迷 いの世界 に属 している。だがひ ょっとして変化の循環の中で人間

や精神 になるか もしれないか ら,そ れ故 これに価値 を認める。」(中 略)

だが,今 日ではこう考 える。この石は石である。動物で もあ り,神 で も

あ り,ブ ッダでもある。私がこれを尊び愛す るのは,そ れがいつかあれ

やこれになるか もしれないか らではな く,ず っと以前か らそ して常 にそ

れ ら一切であるか らだ。一 そ してまさにこれが石であ り,今 日今 この
70

時私 にとって石 として現れているからこそ私 はこれを愛するのだ。

「時 間の超越 」 につ いて後年 ヘ ッセは 『幸福 』(1949年)の 中で 次 の よ う

に語 っ てい る。
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幸福 とは私 にとって今 日ではまった く客観的なもの,つ ま り全体その

もの,没 時間的な存在,世 界の奏でる永遠の音楽,他 の人々が天体 の譜

音あるいは神 の微笑み と名付 けた ものを意味 している。この精髄,こ の

永遠の音楽Tこ の響 き渡る金色 に輝 く永遠 は,純 粋で完全な現在である。

それは時間を知 らず,歴 史 もな く,前 も,後 もない。人間が,世 代が,

民族が,王 国が起 こり,栄 え,ま た影の中に,無 に帰するのに,世 界の

顔 は永遠に輝 き,笑 っている。生は永遠 に音楽 を奏で,永 遠に輪舞 を踊

る。我々無常の もの,危 うい もの,脆 い ものに対 し,そ れで もなお分け

与 えられているかもしれない喜びや慰めや笑いは,そ こか ら発する輝 き

であ り,輝 きに満 たされた目,音 楽 に満 たされた耳である。(中 略)多

くの者は,そ れを一度,あ るいは数度 しか経験 しない。だがそれを経験

した者は,一 瞬だけ幸福だった訳ではな く,時 間を超 えた幸福 の輝 きと

音,光 のなにが しか をも得たのだ。そ して愛する者たちが愛 に関 して,

芸術家たちが慰めと明朗 さに関 して我々の世界 にもた らしたもの,そ し

て何世紀 も後 に最初の 日と同 じく明る く輝 くものの全 てがそこからやっ
71

て くるのである。

『シ ッダール タ』が書 かれ てか らほぼ30年 後 に書 か れ た だ け あ って,思 想

は成 熟 し,よ り平 明 に 「時 間 の超 克」 とい うことについて語 られ てい る。

ゴーヴ ィンダはかつて シ ッダール タが川 の声 に耳 を傾 けた ようにシ ッダー

ル タの話 に黙 々 と耳 を傾 ける。そ して時折適切 な問い を発 す る。 ここにゴー

ヴ ィンダが登場す る大 きな役 割が ある。 良 き聞 き手 な しには良 き話 し手 は存

在 しない。シ ッダール タ とは違 ったや り方 で はあ ったが,道 を求 め て さ ま よ

う ゴー ヴ ィ ン ダ故 に,シ ッダ ー ル タの話 が ま るで 乾 い た砂 が水 を吸 うかの よ

うに体 の中に入 ってい き,汲 まれ る こ とに よ ります ます よ く出 る泉の ように,

シ ッ ダー ル タ も自分 の 認識 につ いて話 をす るので ある。 この二人 の対話 は作

品 のハ イ ライ トであ り,そ れ 故 最 終 章 に ゴー ヴ ィ ンダ の名が冠 してあ るので
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あ る。引用が長 くなるが もう少 し見 てみ よう。

シ ッダール タは さ らに続 けて語 る。

ゴーヴィンダよ,愛 こそが私 にはすべ ての ものの中で一一番主要なもの

に思 える。世界 を透か して観察 し,説 明 し,軽 蔑するのは偉大 な思想家

の仕事であろう。だが私 にとって大切なのは,世 界 を愛せるということ,

軽蔑 しないこと,世 界 と自分 とを憎 まぬこと,世 界 と自分 と万物 を愛 と
72

賛嘆 と畏敬の念 をもって眺めることがで きることだ。

ゴー ヴ ィンダはそれは理解 で きる といい なが ら も反論 す る。

だがまさにそれを覚者は幻覚 と認識 された。覚者は好意 といたわ りと

同情 と忍耐 を命 じたが,愛 は命 じなかった。覚者 は愛によって心 を地上
r3

的 な もの につ な ぐの を禁 じた 。

シ ッダール タは答 えて言 う。

分かっているよ,ゴ ーヴィンダ。 ご覧,そ こで我々は意見の中に,言

葉 をめ ぐる争いに巻 き込 まれている。愛 についての私の言葉が ゴータマ

の言葉 と矛盾 しているのは否定 しない。だか らこそ私 は言葉 をこれほ ど

まで信 じないのだ。 というの もこの矛盾は見かけだけだ とい うことが分

かっているか らだ。私はゴータマが 自分 と同 じ意見だ ということを知 っ

ている。 どうしてゴータマが愛を知 らないなんてことがあろうか。あら

ゆる人間存在 の無常 と虚無 を認識 しなが ら,そ れで も人々をあれほど愛

し,長 い辛苦 に満ちた生涯 をただ彼 らを救い,教 えることにのみ捧げた

ゴータマが,ど うして愛 を知 らない ことがあろう。あの方,御 身の偉大

な師の場合で も,私 にとって物は言葉 より好 ましい。あの方の行為 と生
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活はあの方の説教 より重要だ。あの方の手振 りは意見 より重要だ。説教
74

や思想ではな く,行 為や生活にあの方の偉大 さを見 るのだ 。

この後長 い沈黙 が続 く。 ゴーヴ ィンダは シ ッダール タの考 えが相変 わ らず

すべ て分か ったわけで はなか った。 だが彼 の行住 坐臥 に神 聖 な もの を見,彼

が 聖 者 だ と確 信 す る。旅 立 つ前 に もう一度 は なむ けの言葉 を請 うゴー ヴ ィン

ダに向 かい シ ッダール タは,額 に 口づ け をす る よ う言 う。 そ うす る とシ ッダ

ール タの顔が消 え他 のた くさんの顔が見 え る
。川が,人 間 た ちが,動 物 た ち

が,神 々が 。 すべ て の 姿 が 互 い に助 け合 い,愛 し合 い,憎 しみ あ い,滅 ぼ し

あ い,新 た に産 み あ って い る のが 見 え た。 しか し一つ一つ の顔 には時間 は存

在 せず,す べ て の顔 は 静止 し,流 れ,産 み,漂 い,合 流 して い た 。 ゴー ヴ ィ

ンダ に は それが一 瞬の こ とだ ったか,百 年 の こ とだ った か分 か らなか った し,

シ ッダ ー ル タが,ゴ ー タマ が存 在 す る か,自 分 と他 者 が 存 在 す る か も分 か ら

なか った。 シ ッダール タの顔 にはブ ッダそ っ くりの微 笑が浮 かんでい た。 ゴ

ーヴ ィンダの心 の中で無上 の愛 と慎 ましい尊敬 の感情 が火の ように燃 えた。

こう して作 品は終わ る。 シ ッダール タは言葉 で伝 え られない もの を口づ け

で伝 えたのである。シ ッダール タのアー トマ ンは ブラフマ ンと合一 していた。

そ れを ゴー ヴィンダは見 たので ある。言葉 ではな く,直 接 体 験 した の で あ る。

こ れ は道 を求め るゴー ヴ ィンダだか らで きた こ とであ り,そ して そ れ は 自分

の生 きて こな か った半面 を生 きて きた シ ッダール タへ の口づ け,す な わ ち言

葉 で は な く行 為 に よ り,初 め て可 能 に な っ た の で あ る。

大 乗 仏教 で は 「無住処浬桀 」が説かれ る。これは 「不 住浬葉」 ともいわれ,

生 死 の世 界 に と どま る こ とな く,か とい って 浬 契 の世 界 に入 ら ない状 態,す

な わ ち生 死 煩 悩 の 迷 い の世 界 にも悟 りの世界 に もとどまらない浬 葉の こ とを

い う。 この思想 の背景 には,あ らゆ る人 々 を救 うた め には,自 らが 悟 りの 境

地 に入 って は救 うこ とがで きない,か とい っ て煩 悩 に と らわ れ て い て も救 う

こ とがで きない,自 らは悟 りの 境 地 を体 験 しつ つ もその世界 に とどま らず,
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悩み多い人々の住む生死界 にあって活動することこそ菩薩の行である,と い
75

う大乗仏 教思想 の展 開が見 られ る 。 シ ッダール タの到達 した境 地 もこれ に

近 い もの ではないか。であれ ばこそ迷 え るゴー ヴ ィンダを導 くこ とがで きた

のであ ろ う。 そ して また これ を描 くことがヘ ッセの眼 目で あ り,そ れ故 この

作 品 を 自己 の完 成 を見 た時点で終 わ らせ るこ とな く,こ こ まで発 展 させ て き

た の で あ ろ う。

ヘ ッセ は 『私 の信仰 』(1931年)で この作 品 につ い て 「私 の 「シ ッ ダール

タ』 は認識で はな く,愛 を上 に置 い て い る。 教 義 を拒 否 し,統 一 の体 験 を 中

心 に置 い てい る。 この ことはキ リス ト教へ の回帰,い や ま っ た くプ ロテ ス タ
76

ン トの特徴 だと感 じられるか もしれない」 と語っている。

愛 とは仏教では慈悲,中 国思想では仁 と置 き換えることが可能であろうが,

大事 なことは,そ れが,イ ンド思想であれ,中 国思想であれ,キ リス ト教で

あれ,ヘ ッセが取捨選択 したものであ り,ヘ ッセが長い年月をかけ,悩 み,

会得 して きたものであるとい うことである。 この作品には三年 もの月 日がか

かったのは先にも述べたが,ヘ ッセ自身が実際シッダール タにな りきってい

たことは,こ の作品の執筆中(1921年1月 頃)ド イツ帝国の学生組合の学生

たちが,ヘ ッセを中傷す る手紙を送ってきた時,日 記 に 「我慢するのだ,シ
77

ッダール タよ!」 と書 い て い る こ とか ら も窺 え る。

1923年2月5日 のベ ル トリ ・カペ ラ ー宛 の手 紙 で 「シ ッダール タはある意

味 で,ち ょ う どク ヌ ル プが そ うで あ っ た ように,私 と同 一 で あ り,ク ヌ ル プ

が した こ と(神 を探 す)と 同 じこ とを して い る と貴 方 は感 じてい らっ しゃい

ま した。 ただ シ ッダール タの場合 ははるか に真剣 に,は るか に集 中 して,そ
78

して とりわけ意識的にしているのです」 と述べているが,信 仰の問題 をつ き

つめた とい う点ではこの作品はヘ ッセの作 品で も最右翼 に属するのではない

だろ うか。
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3.作 品の構造

『シ ッダール タ』 は第一部4章,第 二 部8章 か ら な っ て お り,そ れ ぞ れ の

章 は10頁 前 後 か らな っ て い る。 シ ョー は これをブ ッダが説い た四諦八正道 と

の関連 で とらえてい る。まず もう一度簡単 に四諦八 正道 について見 てお こう。

諦 とは真理 の意で,四 諦 とは苦 ・集 ・滅 ・道 の4つ の真 理 をい う。 苦諦 とは

生 老 病 死 に代 表 され るいわゆる四苦八苦 な どで ある。集諦 とは苦 の生起 す る

原 因は愛執 にあ る とい う真 理 であ る。滅諦 とは苦の止滅 についての真理,道

諦 とは苦 の止 滅 に導 く道 につ いての真理 であ る。 これは病状 ・病 因 ・回復 ・

治療方法 とい う当時の医学 との関連 で も説 明 される。八 正道 とは道諦 の内容

で,正 見(正 しい 見 解),正 思(正 しい 思 惟),正 語(正 しい 言 葉),正 業

(正 しい行 為),正 命(正 しい 生 活),正 精 進(正 しい努 力),正 念(正 しい 思

念),正 定(正 しい精 神 統 一)の8つ をい う。

シ ョー に よれ ば 第一 部 が四諦,第 二 部 が 八 正 道 に相 当 す る。 さ らに詳 しく

い うと次 の ように なる .第 一 部 第 一 章 「バ ラ モ ンの 息 子 」一 苦諦,第 二 章

「沙 門 た ち の も とで 」 一 集 諦,第 三章 「ゴー タマ 」 一 滅 諦,道 諦 。 第 二 部 第

一 章 「カマ ー ラ」 一 正見
,正 思,第 二 章 「小 児 人 た ち の も とで」 一 正業,第

三 章 「輪 廻 」一 正 語,第 四 章 「川 の畔 で」一 正 命,第 六 章 「息 子 」一 正 精 進,

第 七 章 「オ ー ム」 一 正 定,第 八 章 「ゴー ヴ ィ ンダ」 一 正 念 。

面 白い説 であ るが,一 見 して い くつ か の 問題 点 が あ る こ とが分 か る。先ず

第一部 第 四章 「目覚 め」 と第二部 第五 章 「渡 し守」 に対 応 す る ものが ない。

5頁 と短 い 「目覚 め」 につ い て は第一部 の総括 で あ り,ま た句 切 り(Zasur)

の 機 能 を果 た して い る と考 え られ る。「渡 し守」 は先 に詳 し く見 て きた よ う

に,あ き らか に仏 教 で は な く,道 教 の聖 人 で あ り,老 子 の影 響 を受 け て い る

と考 え られ る。

ジオルカウスキーは シ ョーの説 に対 し 「この小説全体 が,ブ ッ ダの道 か ら

離 れ よ う とす るヘ ッセの試 みであ り,も しそ うで あ るな ら,シ ッ ダー ル タが

悠久なる川の呼び声一 『シッダールタ』のシュトッフとモティーフ,構 造の解明一63



自己形成 をす るのに八正道を辿るのは論理的に矛盾 している。結局シ ョーの

解釈は4ま たは8の 章か らなっている二つの部分 という,外 的な構成に重 き
79

を置 きす ぎている」と述べている。「ブ ッダの道から離れようとするヘ ッセ

の試み」 と言い切 って しまうのには異論があろうが,「 外 的な構成 に重 きを

置 きすぎている」 という部分は納得で きる。

ジオルカウスキー自身はこの作品の構造は3つ の部分か らなっていると言

っている。すなわちシッダールタの家での生活,沙 門たちとブッダの もとで

の生活(4章),カ マーラと町の 「小児人たち」の中での生活(4章),川 の
80

畔のヴァスデーヴァの もとでの生活(4章)で ある。基本的にはこの考 えに

賛成だが,ジ オルカウスキー もまたシンメ トリーを重ん じるあまり,必 ず し

も作品の内容に即 して分割 していないのではないか と思われる節がある。 と

い うのはよく見る と構造上の第二部の句切 りは第三章の終わ り,カ マーラの

もとを去 った所 にあるか らである。第四章 「川の畔で」はそれまでの世俗 の

生活の総括であるが,第 三章に続 くもの とい うより,第 五章か ら始まる新 し

い生活への導入 としての性格が強い。つまり作品全体の構造 は 「第一部」が

第一部の終わ りまで,「 第二部」 は第二部の第三章 まで,「 第三部」がそれ以

降とい うことになる。そ うすれば,「 第一部」 と 「第三部」が,精 神界での

生活,「 第二部」が俗世間での生活 とい うことですっ きりとする。 この場合

それぞれの部分が4章,3章,5章 とい うことにな り,数 の上ではバ ランス

を欠 くことになるが,こ れは作品自体が,シ ッダールタの官能の生活 を描 く

ことではな く,精 神の発展 を描 くことを主眼 にしていることを考えれば,納

得がい くことであろう。

この三部構成 というのはヘ ッセのコンセプ トの基本 にあるようで 『ナルツ

ィス とゴル トムン ト』の中で もゴル トムン トが自分の人生 を3つ の段階に分

けて考 える場面が登場する。すなわち 「ナルツィスへ の依存 とそれか らの解
8I

放」,「自由 と さす らい の時代 」,「帰 還 と内 省,円 熟 と収 穫 の始 ま り」で あ る 。

こ れ は先 に見 たシ ッダール タの成 長 の過程 一 ユ ングの言葉 で言 えば,個 性
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化 の過程 一 とも一致 す る。

それでは この よ うに人生 を3つ の段 階 に分 け て考 え る考 え方 は どこに由来

す るのであ ろ うか。お そ ら くそれ はニ ーチ ェの 『ツァラ トゥス トラは こう語

った』 か らヒ ン トを得 たので はないか と推 測 され る。周知 の ようにヘ ッセ は

若 い頃ゲーテ と並 んで ニーチ ェを耽読 した。 『ペー ター ・カー メンツィ ン ト』

(1907年)や 『干 し草 の 月 』(1907年),『 デ ー ミア ン』(1919年),『 湯 治 客 』

(1925年)な どニ ー チ ェが 出 て くる例 は枚 挙 にい とまが ない。1919年 に は 匿

名 のパ ン フ レ ッ ト 『ツ ァ ラ トゥス トラの再来』 を出 してい る こと も特筆 に値

しよう。

『ツ ァラ トゥス トラは こう語 った』 の 「説話」 の 冒頭 で は精神 の三変化 に
82

ついて語 られている。精神が,ラ クダにな り,ラ クダが獅子 にな り獅子が子

供 になるとい う変化である。まず第一一の段 階は重い荷物を背負 うラクダの段

階,つ ま り他者に依存 し,服 従する段階である。シッダールタの場合,父 の

家での生活,沙 門たちとブ ッダの もとでの生活がこれにあたる。第二の段階

はラクダか ら脱皮 し,自 由を獲得する獅子の段階である。 ここで精神 は義務

に対 してもある神聖な否認 を行 う。シッダールタではカマーラとの生活が こ

れにあたる。最後が第三の子供の段階である。子供 は無邪気であ り,神 聖な

肯定である。創造の遊技のためには神聖な肯定が必要なのである。世界 を失

った精神 はここで自分の世界 を勝 ち取るのだ。 シッダールタでは川の畔のヴ

ァスデーヴァのもとでの生活がこれにあたる。

さて以上,こ の作品が3つ の部分か らなっているのを確認 して きたが,そ

れぞれの部分 を分けているのは川であった。川 はブラフマ ンの象徴で もある

のだが,川 を中心 に舞台は精神の世界 と世俗の世界に分かれ,そ れぞれの人

物が登場する。図示すれば次のようになる。
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精神の世界

ブ ッダ

父
ゴー ヴ ィ ンダ

沙門
シ ッ ダー ル タ

ヴ ァ ス デ ー ヴ ァ ・川

カ マ ー ラ

息子
村の女 ・小児人

カ ー マ ス ワ ー ミ

世俗の世界

この ように全体 はバランスが取れた配置 となっている。主人公のシッダー

ルタは精神 の世界か ら出発 して,世 俗の世界へ向かう。そこにも求めたもの

はない と知 り,死 の うと決心 したのは世俗の世界 と精神の世界の境 にある川

の畔だった。そ して川の畔での眠 りにより,彼 は無意識の世界でアー トマ ン

に目覚める。川は二つの世界 を隔てているように見えたが,そ れは上辺だけ

のことで,実 は二つの世界 を結びつけ統合 していたのである。そこで暮 らす

うちにシ ッダール タ自身が 自然その もの に,ブ ラフマ ンに,ま た道(Tao)

になっていったのである。

「この本 は文体,構 造,意 味内容の統一 という点で,ヘ ッセが この作品以

降再 びで きなかったほどの完成度 に到達 している」 とジオルカウスキーは述

べているが,繰 り返 しを多用 したリズ ミカルで音楽性に富む文体,緊 密な構

成,そ して何 よりも信仰の問題 と誠実 に真正面か ら取 り組んだという点で,

彼の芸術 の一つの頂点 を形作 る傑作であるといえよう。
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